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ご挨拶 

 
謹啓 貴社におかれましては益々ご清祥の事とお喜び申し上げます。 

 この度、第 42 回キャピラリー電気泳動シンポジウムを 2022 年 10 月 26 日（水）～28 日（金）の 3日間、 

山形県鶴岡市の鶴岡市先端研究産業支援センター（鶴岡メタボロームキャンパス）レクチャーホールにて開催す

る運びとなりました。 

 本シンポジウムは、電気泳動ならびに関連分野の最先端の研究成果を発表し、意見・情報交換を行う場として

毎年開催されており、大学、企業の研究者、及び学生が活発且つ高尚な議論を行っております。  

 電気泳動装置は、1930 年代に Tiselius によって考案され、弟子の Hjerten によって 1960 年代にキャピラリー

電気泳動装置の原型が開発されました。その後、多くの研究者によってキャピラリーゲル電気泳動、等速電気泳

動、ミセル動電クロマトグラフィー、マイクロフルイディクス等の分離技術、高感度測定のための濃縮法、検出

技術が開発されて発展してきました。キャピラリー電気泳動は、速度論、並行論などの理論研究のみならず、ヒ

トゲノム解読の主役となったキャピラリーシーケンサ、DNA,RNA タンパク質や細胞の測定技術であるマイクロ流

体デバイス、抗体医薬品の品質管理に用いられるキャピラリー電気泳動（CE）、メタボローム解析で主流の測定

技術であるキャピラリー電気泳動-質量分析計（CE-MS）、など医薬、生命科学分野でも重要な役割を担っていま

す。 

 本シンポジウムでは、特にオミクス解析技術、メタボローム CE-MS の応用例などに加え、企業や研究機関でキ

ャピラリー電気泳動技術がどのように使われているかなどもご紹介する予定です。また、特別講演として、バイ

オイメージングで独創的な技術の開発をされている理化学研究所の宮脇敦史先生、AI 駆動型セルソータを開発さ

れている東京大学先端科学技術研究センターの太田禎生先生をお招きし、最新の研究をご紹介いただきます。更

に、記念講演では、京都大学大学院工学研究科の大塚浩二先生にご登壇いただく予定です。 

前述の通り、最先端の研究発表と活発な議論で、本分野の更なる発展に貢献できる会となっておりますので、

開催趣旨・開催意義をご理解いただき、何卒ご支援・ご協力を賜りますよう、ここに謹んでお願い申し上げます。 

 

謹白 

 

                                                                                   

 

第 42 回キャピラリー電気泳動シンポジウム 

実行委員長 曽我朋義 

慶應義塾大学先端生命科学研究所 教授  
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開催概要 

 

1. 名 称 第 42 回キャピラリー電気泳動シンポジウム 

2. 会 期 2022 年 10 月 26 日（水）～ 28 日（金） 

3. 会 場 鶴岡市先端研究産業支援センター（鶴岡メタボロームキャンパス） 
D 棟レクチャーホール 

4. 実行委員長 曽我 朋義 （慶應義塾大学先端生命科学研究所 教授） 

5. 予定参加者数 約 130 名  

6. 主 催 日本分析化学会電気泳動分析研究懇談会 

7. 共 催 慶應義塾大学先端生命科学研究所 

8. 後 援 山形県、鶴岡市（予定） 

9. 
 
 
 

開 催 趣 旨 

 

 

本シンポジウムは、電気泳動ならびに関連分野の最先端の研究成果を発表する場

を提供する事を目的として、毎年開催されており、大学、企業の研究者、大学院生、

学部生が参加し、活発な討議を行っております。 

10. 
 
 
 
 
 
 

最近の開催実績 

 

 

 

 

 

 

●第 41 回 
会期：2021 年 12 月 9 日 (木) ～12 月 10 日 (金) 
会場：九州大学西新プラザ 
加地 範匡（九州大学大学院工学研究院）  

●第 40 回 
会期：2020 年 11 月 27 日（金） 
開催形式：オンライン 
実行委員長： 
石濱 泰(京都大学)、江坂 幸宏(岐阜薬科大学)、 馬場 嘉信(名古屋大学) 
 

11 事務局 ■第 42 回キャピラリー電気泳動シンポジウム事務局 

慶應義塾大学先端生命科学研究所内 

〒997-0035 山形県鶴岡市馬場町 14-1 

E-mail：sce2022@iab.keio.ac.jp  TEL：0235-29-0802  
 
■御協賛関連運営事務局    

株式会社 JTB 仙台支店内 
担当：栁瀬・谷地田・戸張・柴田 
宮城県仙台市青葉区一番町 3 丁目 7−2 

明治安田生命仙台一番町ビル 3 階 

※コロナ禍における在宅勤務実施に取り組んでおります。ご連絡の際は、E メール 

にてお問い合わせをいただけますと幸いです。 

TEL： 022-263-6726 

Email：sce2022@jtb.com 
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収支予算計画 

【収入の部】 

 
 

費目 予算（円） 摘要 

参加費 610,000  一般・学生  

補助金 180,000  行政補助金 

広告収入 370,000  要旨広告ｘ７社 

企業セミナー収入 700,000  
ランチョンセミナーｘ２社        

スイーツセミナーｘ２社  

企業出展料 560,000  企業ブース展示ｘ6 社  

   

合計 2,420,000    

   

   
【支出の部】 

 
 

費目 予算（円） 摘要 

運営業務委託費 700,000  参加登録・演題登録・他 

招聘費 250,000  特別講演者ｘ２名 

印刷関連費 550,000  要旨集・名札、他 

会場関係費 550,000  会場設営費・備品レンタル費、他 

広告費 100,000  ウェブサイト、他 

会議運営費  20,000  実行委員会 

当日運営費 150,000  人件費 

その他 100,000  備品、通信費  

合計 2,420,000    
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御協賛募集内容一覧  

1. プログラム・抄録集広告   

募集内容 募集数 掲載料金 規格 特典 

要旨集・後付 制限無し 50,000 円 

A4 判、1 頁、 モノクロ 
・ウェブサイトバナー広告   

（ｻｲﾄﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞに掲載） 
表表紙ウラ 1 ６0,000 円 

裏表紙ウラ 1 ６0,000 円 

☞詳細は６頁目をご覧ください。 

 

2. スポンサーセミナー   

募集内容 募集数 セミナー料金 会場 特典 

ランチョンセミナー ２ 200,000 円 ・鶴岡メタボローム  
キャンパス D 棟 
レクチャーホール 

・収容可能人数 130 名 

※机有のスクール形式 

※感染状況により変動の可能性有り  

・ｾﾐﾅｰ参加者のお弁当 ※ 

・ウェブサイトバナー広告   

（ｻｲﾄﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞに掲載） 

・2 名まで参加登録費無料  

スイーツセミナー ２ 150,000 円 

・ｾﾐﾅｰ参加者のｽｲｰﾂ ※ 

・ウェブサイトバナー広告 

 （ｻｲﾄﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞに掲載） 

・2 名まで参加登録費無料 

※事前にお申込みいただいた参加者のお弁当／スイーツ代を事務局にて手配いたします。   

☞詳細は７頁目をご覧ください。 

3. 企業展示    

募集内容 募集数 展示料金 展示場所 特典 

展示スペースＡ 4 100，000 円 
ホール前ロビー 

（予定） 

・ウェブサイトバナー広告   

（ｻｲﾄﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞに掲載） 

・1 名参加登録費無料  展示スペースＢ  2 80,000 円 

※先着順のお申込みとなります。 
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☞詳細は８～9 頁目をご覧ください。

●プログラム・抄録集広告掲載募集要項

媒体名: 第 42 回キャピラリー電気泳動シンポジウム プログラム＆抄録集 

配布対象者: 本シンポジウム参加者及び関係者等 

発行部数: 150 部（予定） 

広告料 1: 50,000 円（規格：A4 判、後付 1 頁、モノクロ） ※掲載位置の指定不可 

広告料 2: 60,000 円（規格：A4 判、表紙裏、又は裏表紙裏 1 頁、モノクロ） 

特典 ウェブサイトバナー広告(LINK 付)を本会ウェブサイトトップページに掲載します。

➢広告版下仕様

・広告データサイズ： A4 縦 1 ページ

・データ形式：PDF （解像度 350dpi 以上、５MB 程度を推奨）

申込〆切：2022 年８月 3１日（水） 

原稿提出〆切：2022 年８月 31 日（水） 

→9月30日(金)まで延長致しました。

→9月30日(金)まで延長致しました。
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●スポンサーセミナー（ランチョンセミナー・スイーツセミナー）募集要項

１． 日程：2022 年 10 月 27 日（木）／28 日（金） 
２． 会場： 鶴岡市先端研究産業支援センター（鶴岡メタボロームキャンパス）D 棟レクチャーホール 
３． 収容可能人数：130 名 （机有のスクールスタイルを想定。但し、感染状況により変動の可能性有り。）  
４． 募集数並びに費用   

開催日 募集枠名 募集枠数 セミナー時間(予定) 御協賛費 

2022.10.27(木) ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ１ 1 40 分 200，000 円 

2022.10.28(金) ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ 2 1 40 分 200，000 円 

2022.10.27(木) ｽｲｰﾂｾﾐﾅｰ１ 1 30 分 150，000 円 

2022.10.28(金) ｽｲｰﾂｾﾐﾅｰ 2 1 30 分 150，000 円 

※各セミナー前後に 10 分程の休憩時間を設けますので、資料等の配布・回収の時間にお使いください。

【セミナー御協賛費に含まれるもの】 

・事前にお申込みいただいた参加者のお弁当／スイーツ代 （事務局で手配いたします）

・ウェブサイトバナー広告(LINK 付)を本会ウェブサイトトップページに掲載します。

【バナーサイズ：240ｐｘ ｘ 80ｐｘ】

・2 名様まで参加登録費無料で本会にご参加いただけます（懇親会費は含みません）。

・会場の映像・音響・照明機器（プロジェクタ、マイク、レーザーポインタ等）をご利用いただけます。

・映像・音響・照明担当の係員を 1 名、主催者側（事務局）で配置いたします。

・お弁当配布要員として、事務局（1 名）がお手伝いいたします。

【セミナー御協賛費に含まれないもの】 

・当日の進行・アナウンス係

・演者や座長への講演依頼

・演者の旅費・謝金・交通・宿泊手配

・上記に記載の基本機材以外の機材や撮影、録音等に関する機材は含みません。

・発表用パソコンは企業様にてご用意ください。

・看板類の掲示

・演者控え室

申込〆切：2022 年８月 3１日（水） →9月30日(金)まで延長致しました
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●企業展示募集要項

【展示スペース A   ※会場レイアウト図 1～4】 

出展場所: 鶴岡メタボロームキャンパス レクチャーホール前エントランスロビー 

出展期間: 10 月 26 日（水）～ 10 月 28 日（金） 

仕様: [付属品] 

-長机 2 本（180ｃｍx 45 cm x 2 本、耐荷重 20kg）

-椅子 2 脚

-バックパネル 2 枚（90ｃｍ x 180 cm x 2 枚）

-ワイヤレスネットワーク利用可能

-PC 用電源

※テーブルタップ、クロス、展示用の画鋲等はご持参下さい。

出展料: 100,000 円 / 1 小間（会場レイアウト図 1～4） 

その他: - 先着 4 社までの受付となります。

- 添付のレイアウト図から展示位置をご希望順にお選びください。

- 電源は PC 及びモニター等、使用電力の低いもののみご利用いただけます。

- 1 名様まで参加登録費無料で本会にご参加いただけます（懇親会費は含みません）。

【展示スペース B  ※会場レイアウト図 5～6】 

出展場所: 鶴岡メタボロームキャンパス レクチャーホール前エントランスロビー 

出展期間: 10 月 26 日（水）～ 10 月 28 日（金） 

仕様: [付属品] 

- 長机 1 本（180ｃｍ x 60cm x 1 本、耐荷重 20kg）

※バックパネルがないブースになります。

- 椅子 2 脚

- ワイヤレスネットワーク利用可能

- PC 用電源

※テーブルタップ、クロス、展示用の画鋲等はご持参下さい。

出展料: ８0,000 円 / 1 小間（会場レイアウト図 5～6） ※バックパネル無し 

その他: - 先着 2 社までの受付となります。

- 添付のレイアウト図から展示位置をご希望順にお選びください。

- 電源は PC 及びモニター等、使用電力の低いもののみご利用いただけます。

- 1 名様まで参加登録費無料で本会にご参加いただけます（懇親会費は含みません）。

申込〆切：2022 年８月 3１日（水） →9月30日(金)まで延長致しました
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❖会場レイアウト図   

 
 

 

❖展示ブース仕様   
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●ウェブサイトバナー広告について

お申込みいただいた企業様のバナー広告（企業 HP への LINK 付）を、本シンポジウムのウェブサイトの 

トップページに掲載いたします。

画像をメールでお送りいただきましたら順次掲載いたします。

■バナーサイズ：240ｐｘ ｘ 80ｐｘ

■ファイル形式：jpg / png  ※静止画

■容量：３MB 以内

■解像度：72dpi を推奨

●お申込みについて

■お申込み方法

専用ページ（AMARYS）からのお申込みまたは別紙お申込書に必要事項をご記入の上、メールにて運営事務

局宛にお送り下さい。専用ページからのお申込みまたはお申込書の受領をもって、正式なお申込みとさせていただ

きます。 

<専用申込 HP（AMARYS）> 

URL：https://amarys-jtb.jp/1sce2022/ 

■お申込み期間：2022 年 8 月 31 日（水） まで

※ランチョンセミナー、企業セミナー、展示スペース、広告掲載（各表紙裏頁）につきましては、数に限りがございますので、

先着順とさせていただき、定員に達した時点で受付終了となります。

■お支払い方法：お申込み受領後に請求書をお送りいたします。

■お支払い口座： みずほ銀行 十四号支店 （ﾐｽﾞﾎｷﾞﾝｺｳ ｼﾞｭｳﾖﾝｺﾞｳｼﾃﾝ）

 普通 ２１３８６０２  

株式会社 ＪＴＢ  （ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬｼﾞｪｲﾃｨｰﾋﾞｰ） 

■参加登録費無料枠でご参加される方の登録方法については、お申込み後に改めてご案内いたします。

【御協賛関連運営事務局 】 

第 42 回キャピラリー電気泳動シンポジウム御協賛関連事務局  

株式会社 JTB 仙台支店内 担当：栁瀬・谷地田・戸張・柴田   

宮城県仙台市青葉区一番町 3 丁目 7−23 明治安田生命仙台一番町ビル 3 階

※コロナ禍における在宅勤務実施に取り組んでおります。ご連絡の際は、

E メールにてお問い合わせをいただけますと幸いです。

✆ 022-263-6726 ✉ sce2022@jtb.com

→9月30日(金)まで延長致しました。
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●キャンセル等について   

■キャンセルについて   
お申込後の取消は、原則として受けかねますので予めご了承ください。 
やむを得ない理由で掲載の取消を希望される場合は、事務局に相談し許可を得てください。 
また、掲載取消理由を書面にてお送りいただき、受領した日を基準として以下のキャンセル料金を 
申し受けます。 
キャンセル料：2022年8月31日まで（50%）、2022年9月1日以降（100％）  
※キャンセルに伴う返金の際の振込み手数料は、企業様のご負担となりますのでご了承ください。 

 
■変更・中止  
事務局は不可抗力、またはやむを得ない事情により、開催内容の変更または開催の中止等を行う 
場合がありますが、この変更により生じた協賛各社の損害は補償できかねますので予めご了承ください。 
また、前述の原因により開催中止になった場合、協賛費は返金いたしますが、出展者側にてそれまで要
した費用は各社の負担となります。またそれまでに要した必要手数料などをいただく場合もございます
ので予めご了承ください。 

9月30日まで 10月1日以降




